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改訂履歴
版数 発行日 改定内容

第1版 初版発行

第2版 2019年5月22日

・セクションスライド名を「Sim実習」から「基本操作」に変更
【基本操作】セクション
・「CTデータのインポート」にRename ImageSetの方法を追加
・「コントロールの固定と移動」の文章を修正、サイズ調整の方法を追加
・「あの表示が消えてしまった」を「コントロールの表示On/Off」に変更
・「プランニングコントロール（Structureタブ）」にStructureの名前の変更方法を追加
・「Pan/Zoom」を「Pan/Zoom/Slice Navigation」に変更、説明を追加
・「3Dビュー」に 照射野投影の方法を追加
・「印刷オプション（Customized Reports）」の文章や体裁を変更
【Fusion】セクション
・「Primary/Secondary Studyset」にHome/Endキーに関する説明を追加
・「手動/自動位置合わせ」を「手動位置合わせ」「自動位置合わせ」に分割
・「VOIマスキングツール」の説明を「自動位置合わせ」のページに移動
・「※リングストラクチャーの扱い方」を追加



基本操作



7

Windows/Monacoログイン

User Name : elekta

Password   : Focus1.1

User Name : monaco

Password   : focus1

7

※ご施設のMonacoは
User Name : focus

Password   : focus1

Windows Monaco
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ユーザー作成（User Authorization）

②Setup

③User Authorization

をクリック

①Monacoアプリケーション
ボタンをクリック
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ユーザー作成（User Authorization）

①Addをクリック

②ログインユーザー名
とパスワードを入力

③追加された
ユーザー名を選択

④Member Of
タブをクリック

⑤joinをクリック
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ユーザー作成（User Authorization）

登録完了です！

⑥Ctrlキーを押しながら
必要な権限を選択しOk

⑦追加されたのを確認してCommit
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患者を開く/閉じる

FilterにName/IDの一部を入力
して絞り込みも可能

ログイン直後はこのウィンドウ
が自動的に開きます
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患者を開く/閉じる

今開いている患者はグレイアウト
して選べません

Close Patientしなくても、
Open Patientから他の患者
を開けば、今開いている
患者はCloseされます
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CTデータのインポート

②Import New Dataをクリック

①Open Patient
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CTデータのインポート

①患者IDを選択

②取り込みたいデータをクリック
（Ctrlで複数選択可）
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CTデータのインポート
③取り込み先を指定

④Addを
クリック

⑤ここに
追加されます

右クリック→Rename ImageSet

で変更できます
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CTデータのインポート

ダブルクリックで画像
を確認できます

不要なスライスを除外
することも可能
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CTデータのインポート

表示がすべて消えたら
Import完了です

⑥CTtoEDファイルを選択

チェックが入っていると取り込んだデータを
Importフォルダから消します

⑦Importをクリック
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患者の削除

チェックを入れてRemove
（まだ消えません）

Recycle ごみ箱
Delete 消去
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システムアクティビティ

• Image Fusion

手動又は自動でCT, MRI, PET

画像同士をレジストレーション

• Planning

画像のインポート、輪郭描出、

ビーム操作、ポート作成、

DRR作成など

• Plan Review

プランの評価、比較

既存プランを開いた際、
まずPlan Reviewの表示になります。
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患者ワークスペースコントロール

スタディ ID

スタディセット

Monacoプラン

Monacoプラン
(線量計算済み)

加算プラン
減算プラン

バイアスプラン

QAプラン

ストラクチャーセット

バイアスプランのベース

承認済み計画

フローズンドーズ

複数処方計画
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ワークスペース(プランのLoad関連)

青字
アクティブになった状態

黒い太字
裏でLoadした状態
（細字よりLoadが速い）

緑字
Secondaryで
選択した状態
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リボン/Monacoアプリケーションボタン
Monacoアプリケーションボタン

クイックアクセスツールバー（カスタマイズ可能）

リボンタブ

リボングループ
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Style

・Black

・Blue

・Aqua

・Silver
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コントロールダイアログボックス

アイソドーズ
コントロール

ビーム
ビジビリティ
コントロール

ストラクチャー
ビジビリティ
コントロール

プランニングコントロール

ワークスペース
コントロール
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コントロールの固定と移動

下向き (固定表示)

横向き (自動的に隠す)
固定表示の状態でバーを掴めば

Window化も可能
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コントロールの固定と移動

バーを掴んだままカーソルを
に合わせると移動先が表示されます



27

コントロールの固定と移動

クリックを離すと
固定されます

サイズも調整できます
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コントロールの表示ON/OFF

×をクリックして
消すことも可能

チェックあるいは
Reset Controlsで
再表示できます
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Visibility Control

表示のON/OFF

• Structure Visibility
• 輪郭とDVH

• Beam Visibility
• ビームと線量分布

• Isodoses
• 線量分布
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プランニングコントロール（Structureタブ）

①Color：コンツールの色を選択

②Type： Bolus → Bolusに適用

Couch → Couchに適用

External → 体輪郭に適用

Externalが無いと線量計算を実行できません

Internal → 上記以外のものに適用

① ②

体輪郭の外側でも
計算されます

ピン留めしておくと
便利です

Structureの名前はここで変更できます
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プランニングコントロール（Structureタブ）

③Force ED： CT-to-ED Fileに関係なく、強制的に⑤の値を適用

④Fill ED： CT-to-ED Fileから得られたED値が⑤の値以下の場合のみ

⑤の値を適用

⑤Relative ED： ③ or ④を選択した場合に任意のED値を入力

デフォルト値は1.000

③ ④ ⑤
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プランニングコントロール（Structureタブ）

Force ED=1.0

Fill ED=1.0

高い部分も低い部分も全て1.0

EDが1.0より低くなる
部分のみ1.0
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ウィンドウの最大化と復元

戻すときは同じ場所がRestore
に変わります最大化したいWindow

の上で右クリック
→Maximize
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Tバー（Partial Slice Tracker）
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Tバー（Partial Slice Tracker）

チェックをはずすと
Tバーがつながります
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クイックロケータ

ダブルクリック
あるいは
「L」キーで
カーソル位置の断面を表示
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Slice Navigationツールバー

ON(色付き)→実スライス
OFF→1mm再構成
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Display Image Plane

3D上に断面を表示
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Jump to Point

以下の5つの位置へジャンプするこ
とができます

• 輪郭の中心

• Interest Point

• 画像全体の中心

• Plan Isocenter（ビーム設定後）

• Max Dose（線量計算後）
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Window/Levelの調整
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Pan/Zoom/Slice Navigation

Pan (移動) Zoom (拡大・縮小)

Zoom 機能は
・キーボード の + －
・画面右下のスライダーバー

でも可能

• スクロールホイール

• キーボードのPageUp / PageDown

スライス断面の移動
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View Type

以下のビュータイプに変更すること
ができます

• Transverse/Sagittal/Coronal

• DRR（BEV/AP/LAT）

• 3D

• REV(Rooms Eye View)

• DVH

※赤字はビーム設定後のみ
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Layout

アクティビティごとに選択できるレイ
アウトが違います

• Image Fusion

• Planning(StudysetのみLoad)

• Planning(PlanまでLoad)

• Plan Review
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Layout（Side By Side）

Loadしている（太字になっている）Studyset
を同時に表示できます
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３Dビュー

Patientの3D Transparencyを0%
にすると照射野形状を投影できます



46

DRR

AP BEV

LAT
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DRR（MIPの表示）

MIP

DRR

MIP

DRR
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DRR（Volume of Interestツール）

DRRを表示する範囲
を調整できます
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合成CTの表示（Display Synth.CT）

通常はForce/Fill EDで指定
してもCT画像のまま表示

49
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合成CTの表示（Display Synth.CT）

Force/Fill EDで指定した
電子密度相当のCT値で表示可能

50
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REV（Rooms Eye View）
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Scan OrientationとTreatment Orientation

プランニング時にはTreatment Orientation

（治療時の向き）で表示されます

Monacoでは

Scan Orientation（CT画像の向き）が

Head FirstでもFeet Firstでも、

コンツーリング時には常に

Head Firstで表示されます
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Scan OrientationとTreatment Orientation

Scan Orientationと同じ方向
が自動で選択されますが

Treatment Orientationは

New Planのウィンドウで

設定できます

違う方向を選択すると
警告が出ます
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Warning 1

• 赤字で表示されるものは、矛盾していたり、無いものを
選択している状態を表し、設定をし直す必要があります。
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Warning 2
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Warning 3

• プランニングコントロール以外にもビックリマークで
表示されます（注意のみ）
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Monaco オンラインヘルプ
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Monaco オンラインヘルプ

検索機能
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Monaco オンラインヘルプ

Getting Started

マニュアルとして載っています。
操作や技術的内容で不明点があった場
合はこちらを確認することを推奨します。
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Monaco オンラインヘルプ

テクニカルライブラリー

技術および物理的な情報をまとめたド
キュメント（PDF）の一覧
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Monaco オンラインヘルプ

リファレンス

Monacoを開発するにあたり参考にし
た文献のリスト
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印刷オプション

個別レポート 複数のレポートを
まとめて出力
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印刷オプション（Customized Reports）

選択したストラクチャーが存在
するスライスのみを印刷

1ページに
何スライス
表示させるか
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クイックアクセスツールバー

よく使用するボタンを登録しておけば
リボンを切り替える必要がなくなる
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クイックアクセスツールバーのカスタマイズ
①クイックアクセスツールバー横の▼をクリック

②More Commandsをクリック
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クイックアクセスツールバーのカスタマイズ

③追加したい機能を選択

④Addをクリックすると
追加されます

⑤並び順も変更可能

⑥最後にOKをクリック
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キーボードショートカット デフォルトのショートカット一覧は
Online Helpから確認できます

これは
一部です



68

キーボードショートカット

④Assignをクリック

③キーを入力

②割り当てたいコマンド
を選択して

①Customizeをクリック



Fusion実習
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Fusion実習

• Fusionするためには複数画像を読み込まないとモードを切

り替えられません。

• 参照用画像はSecondaryでLoadします。

• 画像同士の位置が大きくずれている場合は、自動Fusionす

る前に、手動でおおよその位置を合わせる必要があります。

• CT/MRのFusion表示で輪郭作成可能です。

実習のポイント
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Primary/Secondary Studyset

Studysetを２つLoadすると
Image Fusionが選択可能に
なります
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Primary/Secondary Studyset

Fusionタブに切り替わり、
各種ツールが選択可能になります

計画用CTをPrimary（青）

参照用MRIをSecondary（緑）に

Image Fusionをクリックすると
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Primary/Secondary Studyset

表示の切り替えはBlendedのスライダーバーで

キーボードの
Home/Endでも可能
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手動位置合わせ

Image Fusionモードに入ると
画像の中心に円が表示されます

円の内側で平行移動

円の外側で回転
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自動位置合わせ

位置合わせが完了すると
この状態になります

Volume of Interest
自動位置合わせする領域を
指定することもできます
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ポイント照合

③スペースバーを押して
セカンダリポイントに切り替え

④セカンダリ画像を表示させ
セカンダリ画像にポイントを配置

②プライマリ画像を表示させ
プライマリ画像にポイントを配置

①Point Registrationをクリック

3ポイント以上
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ポイント照合

⑤Startをクリック

ポイントの削除
①画面のポイントにカーソルを合わせ

Delete

②Show Point Coordinatesにチェック
[Point Coordinates]ダイアログボック
スでポイントを選択しDelete
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Fusion表示オプション

②Panをクリック
①表示オプション
を選択して

Panをクリックしないと
手動位置合わせモードのまま



79

変換マトリクスの表示/編集

ここに移動量を入力して
移動も可能



輪郭実習
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Anatomical Groupの取り込み

輪郭名は直接入力あるいは
プルダウンから選択できますが

輪郭名のセットから取り込む
こともできます
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Anatomical Groupの作成

Toolsタブの
Anatomical Groups
をクリック

今回はここにProstate
グループを作成します
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Anatomical Groupの作成

グループ名と輪郭一覧

新しく作る場合は
ここをクリックし

グループ名を入力
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行数を増やして輪郭名を登録

Applyで登録完了です！

Anatomical Groupの作成

Prostateグループを
取り込んでみましょう
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Draw Contour

打ちたいポイントをクリックしても

左クリックを押したままマウスを動かしても描けます

一つ前のポイントに戻る場合は
Backspace
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Replace Contour（編集・削除）

輪郭の編集

移動 ペンで編集Shiftを押すと
片側のみ

拡大・縮小回転

Deleteキーで削除

追加・編集・削除は
Undoで一つ前に戻れます

選択解除
輪郭のないところで
クリック
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Replace Contour（編集・削除）

編集したい輪郭をうまく
選択できない場合は

袖の色で判別できます
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Shapes

円や矩形を描く場合は
Shapesから
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Paintbrush

ShiftキーでErase Mode

[<] [>] [↑] [↓] [←] [→]キー
で半径サイズ変更

画面下に半径サイズが表示されます



90

Edge Detection Sensitivity
10～20％程度が目安

このウィンドウは開いたまま

Paintbrush

Prostate

Rectum
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EZ Sketch

①EZ Sketchをクリック

③Executeをクリック

青はShiftキー

内部を赤で 外部を青で 囲む②
CT値の差を検出して自動描画

赤青ペンはUndoで一つ前に戻れます
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Interpolate（補間）

スライス間を直線補間
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Auto Threshold（自動しきい値）

①Thresholdをクリック

②体表面が見えるような
Window/Levelを選択

基本はAll SlicesでOK
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Auto Threshold（自動しきい値）

③ポイントをクリックすると
ポイント下方でしきい値が変
わったところから時計回りに
輪郭を描画
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Auto Threshold（自動しきい値）

すでに描かれている輪郭を消して
描きなおす場合はここにチェック

Selected Slicesで範囲を指定
することも可能
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Auto Margin

表示方法を変更可能

今回はこの２つにMarginをつけて
足し合わせてPTVを作ります
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Auto Margin

②元になる輪郭を選択
（Ctrlで複数選択可）

③Addをクリック

④右側に輪郭が追加されます

⑤それぞれMarginを設定して

⑥Createをクリック

①作りたい輪郭名を入力
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Auto Margin

レポート出力できます

マージンの値を
テンプレートとして
保存できます

Uniform MarginのチェックOff
鎖を切れば、６方向に数値を設定できます

Subtractで引き算も可能
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【注意点】

• 電子密度は割り当てない

→内側にも電子密度が割り当てられて
しまうため

• 正確な体積ではない

※リングストラクチャーの扱い方

Monacoではリングストラクチャーを作成できないため、Auto Marginで
リングストラクチャーを作成するとつなぎ目のある Ｃ字形になります
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EZ Clean

この体積以下の輪郭を消去
（正しくは㎝³です）

結果が表示されます

どちらかをクリックすると
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ストラクチャーの全スライス選択

Replace Contourの対象は
通常1スライスのみだが

点線
Shiftキーを押すと手が
開いて全スライス選択
できます

実線

全スライス同時に編集可能
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輪郭およびストラクチャーの選択とグループ化

2層のカウチをまとめて
移動も可能です

Ctrlキーを押すと＋マークが
ついて複数選択できます

これを右クリックで
グループ化すれば
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ストラクチャーのコピー

Copy先を選択
(太字のStudyset
が選択可能)

名前も変えられますCopyしたい輪郭
にチェック
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輪郭またはストラクチャーの削除

輪郭名ごと削除 輪郭のみ削除
（輪郭名は残る）



4D実習
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4Dデータのインポート

同じStudy IDの下に各Phase
のCTデータが入る

CT側で4Dデータを
取得できる場合
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MIPの作成（Specialty Image Set）

Ctrl(or Shift)でStudysetを複数選択して
右クリック→Create Specialty Image Set

Monaco上でも
MIPが作れます
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複数のストラクチャーセット

アクティブでないStructure
Setがグレーで表示されます

チェックを
入れると

同じ輪郭名がある場合
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定規ツール/測定グリッド
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Cine View

自動でSide by Side表示に
切り替わります

Ctrl(or Shift)でStudyset
を複数選択してLoad
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Cine View 動画モードON(再生開始)

表示するStudyset
を選択できます

再生/一時停止

CTp60の上に
CTp00のtumorを表示
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ITVの作成（4Dマージン）

tumor

tumor

tumor

tumor

tumor

(作成済)

(作成済)

(作成済) 描き方はお好きな方法で

• Paintbrush+Edge Detection 

• EZ Sketch

• Copy Structure

tumorにするのを
忘れずに
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ITVの作成（4Dマージン）

tumorの輪郭を描いたCT
を全てLoadしておく

※注意※
作成先のStudysetもLoadして
おかないと選択できません



ビーム設定・QAプラン作成
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新規プランの作成

①Planningタブの
New Planをクリック

MonacoはTemplateを使用して
プランを作成します

②Templateを選択

④OKをクリック

③エネルギーやアイソセンター
を変更できます



116

処方線量の入力

70Gy/35fx to Center of PTV
アイソセンターと違う点も
選択できます
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ビームスプレッドシートでの値の編集/変更
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計画の保存

NewTmpltPlanのままでは
Saveできません
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QA Planの作成
New QA Plan

QA Planの作り方には2通りあります。

[Plan]タブ-[New Plan]-[New QA Plan]

Workspace Controlで右クリック

[New QA Plan]
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New QA Planダイアログボックス

QA Planの作成

ファントムのCTデータ選択
初期値は計画CT自身

QAプランのorientation
通常、患者がどちらの配置で
あろうと、ファントムは常に
同じ配置であるはず。

ガントリーやカウチを0度で実
測検証したいときはチェック

計算設定

複数アイソセンタ―の場合、
どのアイソセンタ―に属する
ビームを取り込むか
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QA Planの作成
選べるファントム画像は？

QA Clinicに導入してあるStudySet
（プリインストールのものを含む）

そのPatientに属するStudySet
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QA Planの作成
QA Planを生成すると……

QA用に指定したファントムデータが
各患者フォルダにコピーされます。

QA Planには自動的に仮の名前が付きます。
（セーブするときに名前を変えられます）


